
※プログラム、座長、演者、演題名に変更が生じる場合がございます。何卒ご了承ください 

Refractive Surgery Update Seminar 2025 in Kyoto  

開催日時： 2025 年 7 月 26 日（土） 10:00～15:20（予定） 

開催場所： 京都産業会館ホール北室 （京都経済センター2 階） 
        京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町 78 番地 

https://www.lasik.gr.jp/ 
参加費：医師 5,000 円/医療関係者 1,000 円/企業 5,000 円 

 

10:00-10:05 開始の言葉  木下 茂 先生 
     
10:05-10:45 教育セミナー 近視進行予防、新型眼鏡 座長 魚里 博 先生 

 1.DIMS DIMSレンズの概要 祁 華 様 

(HOYAビジョンケア部門技術研究開発部） 

 海外で小児近視管理用として使用されている

MiYOSMART眼鏡レンズの概要と臨床の実際 

 Prof. YANG Bi 

(West China Hospital, Sichuan University) 
    
 2. H.A.L.T.テクノロジー眼鏡レンズによる近視へのアプローチ 有賀 義之 様 

(株式会社ニコン・エシロール  

グローバルマーケティング本部ビジョンケア部） 

(休憩 5 分）   
   
10:50-11:50 子供の近視進行抑制アップデート 座長 不二門 尚 先生 

 1.低濃度アトロピン点眼と光の治療 中村 葉 先生（四条烏丸眼科小室クリニック） 

 2.オルソケラトロジーの機序 平岡 孝浩 先生（筑波大） 

 3.近視抑制多焦点ソフトコンタクトレンズ MiSight の魅力 松村 沙衣子 先生（東邦大） 

   
(弁当配布 5 分）   
   
11:55-13:10 ランチョンセミナー 座長 木下 茂 先生、前田 直之 先生 

 Custom LASIK の実力！  

日本アルコン株式会社 共催 
岡 義隆 先生（先進会眼科） 

   
 遠近両用 EDOF CLのポテンシャルを考える 

株式会社シード 共催 
神谷 和孝 先生（昭和医科大） 

   
 調節機能と近視        

株式会社ニデック 共催 
稗田 牧 先生（京都府立医大）  

   
 0.025%アトロピン点眼の効果 

参天製薬株式会社 共催 
稗田 牧 先生（京都府立医大） 

   
 これからの LASIKの役割と当院での運用状況  

Eye-Lens Pte. Ltd. 共催 
青山 勝 先生（柳津あおやま眼科クリニック） 

(休憩 5 分）   
   
13:15-14:45 シンポジウム 屈折矯正としての多焦点眼内レンズ 座長 稗田 牧 先生、真野 富也 先生 

 眼内レンズ度数計算の基本 神谷 和孝 先生（昭和医科大） 

 多焦点眼内レンズ入れ替えのタイミング、方法 高畠 隆 先生（高畠西眼科） 

   
 屈折矯正術後眼への多焦点眼内レンズ 

度数計算と術後視機能 

脇舛 耕一 先生 

（バプテスト眼科クリニック） 

   
 屈折矯正術後眼の多焦点眼内レンズ 

〜不満症例の特徴と対策〜 

荒井 宏幸 先生 

（みなとみらいアイクリニック） 

   
討論 

 

レーシック後多焦点眼内レンズはしていい？しないほうがいい？ 

                         演者＋岡 義隆 先生(先進会眼科) 

(休憩 5 分）   
   
14:50-15:20 症例検討会 座長 木下 茂 先生、真野 富也 先生 
   
15:20-15:25 終了の言葉 真野 富也 先生 

 

https://www.lasik.gr.jp/

